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合併10周年記念事業

せせたたなな町町をを再再発発見見
再再認認識識ししててみみまませせんんかか！！

　
今
年
、
せ
た
な
町
は
合
併
　
周
年
を
迎

10

え
ま
す
が
、
意
外
と
他
の
区
の
こ
と
を
知

ら
な
い
人
が
多
い
の
で
は
？

　
郷
土
館
や
名
所
を
訪
問
し
て
、
町
を
再

発
見
・
再
認
識
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
指
定
ポ
イ
ン
ト
で
、
施
設
・
名
所
な
ど
の

看
板
、
風
景
な
ど
と
一
緒
に
応
募
者
（
複
数

人
可
）が
写
り
込
ん
だ「
来
訪
証
明
写
真
」を

撮
影
し
、
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
全
　
か
所
訪
問
者
の
中
か
ら
抽
選
で
　

10

10

人
に
せ
た
な
町
共
通
商
品
券
3
0
0
0
円

分
を
進
呈
し
ま
す
。

指
定
ポ
イ
ン
ト

＊
指
定
ポ
イ
ン
ト
の
紹
介
・
位
置
図
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間
・
資
格

暫
平
成
　
年
　
月
　
日
（
金
）
ま
で

27

10

30

暫
　
歳
（
高
校
生
）
以
上
、
か
つ
、
せ
た
な

15町
民
ま
た
は
せ
た
な
町
に
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
方

応
募
方
法

暫
応
募
用
紙「
せ
た
な
町
を
再
発
見
！
」（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
撮
影
し
た
来
訪
証
明
写
真

　
枚
を
添
え
て
、
事
務
局
へ
郵
送
、
持
参

10又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

暫
来
訪
証
明
写
真
は
次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

  ①
各
写
真
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
、
Ａ

４
サ
イ
ズ
の
紙
に
貼
付
し
て
郵
送
又
は

持
参

  ②
各
写
真
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
名
を
指
定
ポ

イ
ン
ト
名
に
し
て
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
添
付

お問い合わせ先（応募先）　　　　　

〒049－4592

久遠郡せたな町北檜山区徳島63-1

総務課まちづくり推進室
殺0137-84-5111

Ｅ-mail：setana-red@town.setana.lg.jp

「桜
の
館
」　

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
　
桜
は
 糸
括
 が
好
き
 さ
ん

い
と
く
く
り

（瀬
棚
区
）

　
今
か
ら
十
年
前
、
周
り
を
桜
の
木
に
囲
ま

れ
た
家
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
早
咲
き
の
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
遅
咲
き
の
関
山
（
か
ん
ざ
ん
）。

こ
の
二
種
類
の
桜
は
一
カ
月
ほ
ど
春
を
彩
っ

て
く
れ
ま
す
。

　
八
重
咲
き
の
関
山
が
満
開
に
咲
き
誇
る
と
、

風
が
吹
く
度
に
花
び
ら
が
舞
う
、
車
も
家
も

包
み
込
む
よ
う
な
花
吹
雪
は
、
現
世
の
桃
源

郷
を
思
わ
す
よ
う
な
美
し
さ
で
、
そ
の
光
景

に
時
間
を
忘
れ
て
見
惚
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で

し
た
。
舞
い
降
り
た
花
び
ら
は
、
濃
い
桜
色

の
絨
毯
と
な
っ
て
一
面
を
覆
い
尽
く
し
、
そ

の
中
に
ひ
っ
そ
り
と
建
つ
我
が
家
は
、
ま
さ

に
「桜
の
館
」
の
よ
う
な
佇
ま
い
で
し
た
。

　
道
北
か
ら
道
南
へ
と
移
り
住
ん
だ
年
、
桜

の
名
所
で
有
名
な
松
前
に
行
き
、
そ
の
美
し

さ
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
、
い
つ
か
桜
の
花

び
ら
が
舞
う
家
に
住
め
た
ら
幸
せ
だ
ろ
う
な
、

と
思
い
つ
つ
、
で
も
そ
れ
は
、
決
し
て
叶
わ
ぬ

夢
だ
と
も
思
っ
た
若
き
日
の
自
分
…
。

　
そ
の
日
か
ら
十
五
年
の
時
を
経
て
家
族
で

住
ん
だ
桜
の
館
で
の
日
々
。
桜
の
咲
く
季
節

が
巡
る
度
に
、
ど
ん
な
に
時
が
流
れ
て
も
、
夢

を
叶
え
て
く
れ
た
桜
の
館
で
の
暮
ら
し
は
、

桜
の
色
と
と
も
に
鮮
や
か
に
思
い
出
さ
れ
、

私
の
最
高
の
宝
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

合
併
十
周
年
記
念
事
業

ち
ょ
っ
と
幸
せ
エ
ピ
ソ
ー
ド

瀬

棚

区

北
檜
山
区

大

成

区

①
三
本
杉
岩

②
立
象
山
展
望
台

③
瀬
棚
郷
土
館

④
玉
川
公
園

⑤
浮
島
公
園

⑥
せ
た
な
情
報
セ
ン
タ
ー

⑦
尾
花
岬
（
太
田
地
区
か
ら
遠

写
し
て
く
だ
さ
い
）
　

⑧
大
成
郷
土
館

⑨
て
っ
く
い
ラ
ン
ド
大
成

⑩
親
子
熊
岩
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せ
た
な
町
の
皆
さ
ん
、
初
め
ま
し

て
。
こ
の
た
び
、
せ
た
な
町
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
赴
任
し
ま
し

た
、
佐
々
木
 敬
雄
（
さ
さ
き
た
か
の

り
）　

歳
で
す
。

26

　
せ
た
な
町
に
は
檜
山
北
高
校
卒
業

ま
で
の
　
年
間
住
ん
で
い
ま
し
た
。

18

　
檜
山
北
高
校
卒
業
後
は
東
京
農
業

大
学
へ
進
学
し
、
味
噌
・
醤
油
・
お

酒
な
ど
を
造
る
、
醸
造
学
と
農
業
の

勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
卒
業
後
は
食
品
会
社
に
就
職
し
て

2
年
間
働
き
、
今
年
、
せ
た
な
町
へ

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
当
面
は
産
業
振

興
課
に
在
籍
し
、
観
光
の
お
仕
事
に

つ
い
て
ご
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
せ
た
な
町
で
す
が
、

8
年
振
り
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
の

で
、
ま
だ
ま
だ
せ
た
な
町
初
心
者
で

す
。
少
し
で
も
早
く
せ
た
な
町
に
慣

れ
て
、
大
学
生
活
や
社
会
人
の
8
年

間
で
得
た
経
験
を
活
か
し
、
せ
た
な

町
の
た
め
に
恩
返
し
を
し
て
、
せ
た

な
町
を
元
気
に
す
る
こ
と
が
最
大
の

目
標
で
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
一
緒
に
せ
た
な

町
を
盛
り
上
げ
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

せ
た
な
町
を
元
気
に
す
る
こ
と
が

最
大
の
目
標
で
す

酸
せ
た
な
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
　
 佐
々
木
敬
雄
 さ
ん

地域おこし協力隊とは

総務省が支援を行い地方自治体が主体となり実
施する制度です。総務省が行う「地域力の創造・
地方の再生」へ向けた取り組みの一つで、平成21
年実施当初は31の自治体において89人の地域お
こし協力隊員が活動。平成26年には全国444の自
治体で1,511人の地域おこし協力隊員が地域での
取り組みを進めています。

４月20日（月）、せたな町の地域おこし協力隊員

として委嘱された佐々木敬雄さん。これまで学

んだ知識と経験を活かし、地域活性化に取り組

みます。（委嘱は来年３月までの契約で最長3年

間の延長可）そんな佐々木さんをご紹介します。

　

佐々木　 敬雄 
たかのり

1989（平成元）年 ４月生まれ。（26歳）独身。
せたな町北檜山区出身。平成20年3月 檜山北高
等学校卒業後、4月に東京農業大学短期大学部
醸造学科へ入学。卒業後、同校の国際食糧情報
学部国際農業開発学科へ進学し平成25年3月に
卒業。4月から東洋冷蔵株式会社へ入社。自分
の経験を活かして地域活性化に貢献したいとい
う思いから平成27年3月に同社を退社し、せた
な町の地域おこし協力隊へ応募した。

profile

　
５
月
　
日
（
日
）、
北
海
道
日
本
ハ

１７

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
応
援
観
戦
ツ

ア
ー
が
開
催
さ
れ
、
抽
選
で
選
ば
れ

た
約
1
0
0
人
が
せ
た
な
町
か
ら

バ
ス
で
札
幌
ド
ー
ム
に
向
か
い
ま

し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

の
応
援
大
使
が
所
属
す
る
市
町
村

の
皆
さ
ん
を
、
球
団
が
招
待
し
て
く

れ
た
も
の
で
、
普
段
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
試
合
前
の
練
習
見
学
や

栗
山
監
督
と
の
記
念
撮
影
な
ど
、

フ
ァ
ン
に
は
た
ま
ら
な
い
球
団
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
観
戦
し
た
オ
リ
ッ
ク
ス
戦
は
主

砲
中
田
選
手
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
や
応

援
大
使
の
近
藤
選
手
の
活
躍
な
ど

で
見
事
快
勝
。
ツ
ア
ー
に
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
大
満
足
の
様
子
で
し

た
。

北海道日本ハムファイターズ応援観戦ツアー開催
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◎７月に平成27年度の保険料額を個別にお知らせします
【保険料の計算方法】

均 等 割

51,472円
(1人あたりの額）

所 得 割

　　　　　　　　 ×10.52％
(本人の所得に応じた額）

1年間の保険料
【限度額57万円】
(100円未満切り捨て）

  平成26年中の所得－33万円＋ ＝

暫1年間の保険料の上限額は57万円です。
暫年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

年間保険料の軽減について

保険料のお支払いが困難な場合は、役場本庁の「国保医療係」または各総合支所の「住民係」へご相談くださ
い。災害、失業などによる所得の大幅な減少、そのほか特別の事情で生活が著しく困窮し、保険料のお支払い
が困難な方については、保険料の減免が受けられる場合があります。

保険料のお支払方法について
保険料のお支払いは、「年金からのお支払い」と「口座振替」を選ぶことができます。

Check!

「口座振替」を希望の方は

暫役場本庁「国保医療係」

暫各総合支所「住民係」
　までお申し出ください。

お申込みに必要なもの

・ご本人の保険証
・口座の預金通帳とお届け印

酸「年金からのお支払い」から「口座振替」
に切り替わる時期は、お申し出の時期によ
り異なります。

酸税申告の際の「社会保険料控除」は、お支
払いする方に適用されます。

※年金からのお支払いの場合、お支払いただくご本人の社
会保険料控除の対象になります

均等割の年額軽減割合所得が次の金額以下の世帯

5,147円9割33万円かつ被保険者全員が所得0円
※年金収入のみの場合、受給額８０万円以下

7,720円8.5割33万円
25,736円5割33万円 +（26万円×世帯の被保険者数）
41,177円2割33万円 +（47万円×世帯の被保険者数）

暫軽減は加入者と世帯主の所得の合計で判定します。
暫加入者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。
暫平成27年度から均等割２割・５割軽減に係る所得判定基準
が変更されています。

①「均等割」の軽減（年額）

軽減割合所得が次の金額以下の世帯

5割所得から33万円を引いた額が
58万円以下の方

暫加入者個人の所得で計算します。

②「所得割」の軽減

暫この制度に加入したときに、被用者保険の被
扶養者だった方については、所得割はかから
ず、均等割が9割軽減となります。

③「被用者保険の被扶養者だった方」の軽減

Check!

被用者保険とは?　協会けんぽなど、主にサラリーマンの
方々が加入している健康保険のことで、市町村の国民健康
保険などは含まれません。

本　　　　庁　町民児童課国保医療係　撮0137-84-5111
瀬棚総合支所　地域町民課住民係　　　撮0137-87-3311
大成総合支所　地域町民課住民係　　　撮01398-4-5511

北海道後期高齢者医療広域連合
〒０６０-0062 札幌市中央区南2条西14丁目
　国保会館6階　撮011-290-5601

保険料の減免についてご相談くださいCheck!
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当
町
も
指
定
を
受
け
る
半
島
地
域
へ
の

支
援
措
置
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
半
島
振
興

法
が
国
会
で
審
議
さ
れ
、　

年
の
延
長
が

10

決
ま
り
ま
し
た
。

　
同
法
は
平
成
　
年
度
末
ま
で
の
期
限
で

26

し
た
が
、
超
党
派
の
議
員
立
法
に
よ
る
改

正
に
よ
り
　
年
延
長
さ
れ
、
法
の
目
的
に

10

「
半
島
地
域
に
お
け
る
定
住
の
促
進
」
が
盛

り
込
ま
れ
る
な
ど
、
予
算
措
置
や
地
方
財

政
措
置
も
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
４
月
　
日
（
木
）、
東
京

16

都
内
で
、
半
島
地
域
を
抱
え
る
県
の
知
事

や
議
長
、
市
町
村
長
で
構
成
す
る
３
つ
の

協
議
会
の
主
催
に
よ
る
「
こ
れ
か
ら
の
半

島
地
域
の
振
興
に
向
け
た
集
い
」
を
開
催
。

　
集
い
で
は
、
出
席
し
た
自
民
党
の
半
島

振
興
特
別
委
員
会
顧
問
を
務
め
る
二
階
俊

博
総
務
会
長
、
大
島
理
森
衆
院
予
算
委
員

長
を
は
じ
め
国
会
議
員
ら
約
1
2
0
人
を

前
に
、
全
国
半
島
振
興
市
町
村
協
議
会
会

長
を
務
め
る
高
橋
町
長
が
、
壇
上
で
法
律

延
長
に
つ
い
て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

半島振興法とは…指定を受けた半島地域の住民生活の向上
と国土の均衡ある発展と地域振興を目的とし、公共事業充
実などといった必要な特別措置を講ずるための法律。

半
島
振
興
法
が
　
年
延
長
へ

１０

「これからの半島地域の振興に向けた集い」であいさつする高橋町長
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各
種
研
修
会
な
ど
を

開
催
し
て
い
ま
す

　　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

次
の
よ
う
な
各
種
研
修
会
な
ど
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。

暫
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

暫
ま
す
ま
す
元
気
教
室

暫
元
気
ア
ッ
プ
会

暫
介
護
教
室

暫
成
年
後
見
制
度
研
修
会

暫
高
齢
者
虐
待
防
止
研
修
会
 な
ど

高
齢
者
等
支
援
員
が

訪
問
し
ま
す

　
お
体
の
調
子
や
困
っ
て
い
る
こ

と
が
な
い
か
、
高
齢
者
等
支
援
員
が

ご
自
宅
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
介
護
や
福
祉
に
関

す
る
こ
と
、
身
の
回
り
で
困
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
方
は
、
概

ね
　
歳
以
上
の
方
の
み
で
生
活
さ

75
れ
て
お
り
、
継
続
し
た
介
護
保
険
等

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

方
で
す
。（
住
民
登
録
が
ご
家
族
と

同
居
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
対
象
と

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

介護保険や介護予防のこと
●介護保険申請について相談したい

●介護保険サービスの内容、利用方法について

●身体機能に不安がある

●今の健康を維持したい

●物忘れが気になるようになってきた

暮らし全般のこと
●家族介護に関すること

●認知症高齢者に関すること

●近所の高齢者の心配事、気になること

●介護疲れや悩み

●どこに相談したら良いかわからない心配事

高齢者の権利を守ります
●訪問販売や電話勧誘販売の被害にあった

●虐待にあっていると思われる高齢者がいる

●家族の介護にイライラして怒ってしまう

●金銭管理や契約行為に自信がない

●成年後見制度に関する相談

暮らしやすい地域をめざして
●ケアマネジャーへの支援や
助言、医療機関や福祉関係
の事業所などと連携し、高
齢者の皆さんが暮らしやす
い地域づくりを目指します。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ

ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
介
護
、
福
祉
、
保
健
、

医
療
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面

か
ら
高
齢
者
や
家
族
を
支

え
て
い
き
ま
す
。

　
本
人
や
家
族
、
地
域
住
民

な
ど
か
ら
受
け
た
い
ろ
い

ろ
な
相
談
を
適
切
な
機
関

と
連
携
し
て
、
解
決
に
努
め

ま
す
。

こんなときは地域包括支援センターへお気軽にご相談ください

お問い合わせ先　　　　　　　　　   

せたな町地域包括支援センター

北檜山区 撮0137-84-5699

瀬棚区 撮0137-87-3311

大成区 撮01398-4-5511

来所できない方のお宅には、職員が訪問する
こともできますのでご相談ください。

許

虚
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児童手当現況届の提出はお済ですか!?

提出締め切りは6月30日鍾まで
　6月1日現在で児童手当を受給している方は、提出期日までに現況届
を提出いただくことになっています。
　この届けは、児童手当を引き続き受ける要件があるかを確認するため
のもので、この届けの提出がないと、１０月期以降の児童手当の支払いが
差止めとなります。
　手続きが必要な方へは、5月下旬に個別案内を送付しますので、必ず
手続きをお願いいたします。

給付金や児童手当について
お気軽にご相談ください

本 庁酸町民児童課 殺0137-84-5111
瀬棚総合支所酸地域町民課 殺0137-87-3311
大成総合支所酸地域町民課 殺01398-4-5511

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
な
ど
を
踏
ま

え
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
緩
和
の
た
め
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

繋
支
給
対
象
者

　
平
成
　
年
6
月
分
の
児
童
手
当
を
受
給
す

27

る
方
。（
特
例
給
付
受
給
者
を
除
く
）

罫
対
象
児
童

　
支
給
対
象
者
の
平
成
　
年
6
月
分
の
児
童

27

手
当
の
対
象
と
な
る
児
童
。

茎
支
給
額

　
対
象
児
童
1
人
に
つ
き
3
0
0
0
円
。

荊
申
請
方
法

　
児
童
手
当
の
現
況
届
と
あ
わ
せ
た
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
（
公
務
員
を
除
く
）
の
で
、

下
記
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

蛍
給
付
方
法

　
児
童
手
当
の
受
取
口
座
へ
振
込
し
ま
す
。

計
申
請
受
付
及
び
期
間

　
平
成
　
年
6
月
1
日
か
ら
9
月
1
日
ま
で
。

27

※
受
付
は
平
日
（
8
時
　
分
か
ら
　
時
　
分
）
の
み

30

17

15

で
土
、
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

詣
支
給
時
期
な
ど

　
申
請
受
付
後
、
課
税
状
況
な
ど
の
審
査
を

行
っ
た
う
え
で
支
給
の
可
否
を
決
定
し
、

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
指
定
口
座

へ
　
月
か
ら
入
金
さ
れ
ま
す
。

10

臨
時
福
祉
給
付
金

　
平
成
　
年
度
の
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
は
、

27

平
成
　
年
　
月
以
降
に
対
象
と
な
る
方
へ

27

10

給
付
さ
れ
ま
す
。
申
請
時
期
、
申
請
方
法

等
に
つ
い
て
は
決
ま
り
次
第
、
広
報
誌
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

繋
支
給
対
象
者

　
平
成
　
年
1
月
1
日
時
点
で
せ
た
な
町
に

27

住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成
　
年
度
の
町
民

27

税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。

（
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
や
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。）

罫
支
給
額

　
対
象
者
1
人
に
つ
き
6
0
0
0
円
。（
昨

年
度
行
わ
れ
た
、
年
金
等
受
給
者
へ
の
加

算
措
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

2つの給付金。
消費税率の引上げの影響などを踏まえ、　
所得の低い方や子育て世帯の
負担緩和のため給付します

給
付
を
装
っ
た
詐
欺
に

ご
注
意
を
！

こ
れ
ら
の
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

暫
A
T
M
を
操
作
す
る
よ
う
誘
導
す
る

暫
手
数
料
の
振
り
込
み
を
求
め
る

暫
口
座
な
ど
の
個
人
情
報
を
尋
ね
る

※
詐
欺
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
と
き

は
、
役
場
や
最
寄
り
の
警
察
署
へ
連

絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。


